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令和３年度の活動実績

導入課程
ティーチャリングプロジェクト

専門課程
カレッジプロジェクト

社会人課程
カレッジプロジェクト

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

１１回 ６回
・まんぶくしま座談会 3回

・たまには夜更かし座談会 3回

１回

１６７名
伊達市内の小学生 103名

首都圏の大学生 64名

５０名
ゲストスピーカー 4名

首都圏の大学生・社会人 46名

４名
ゲスト 1名

社会人 3名

訪問
活動 ４回（11名） ４回（13名）

オンライン合同報告会 1回 ２８名（首都圏の大学生・社会人 26名 その他 2名)

情報
発信

・活動報告冊子/動画作成

・高子ハロハロマーケット出店

・SNS（Instagram）でのPR

30回投稿・フォロワー1,131名

・活動報告冊子・フォトブック作成

・オンラインルームツアー動画作成

・伊達市オンライン移住イベント補助

（延べ人数）
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導入課程：ティーチャリングプロジェクト

子どもたちとのオンライン交流会

① 6/5（土） ② 7/3（土） ③ 8/5（木） ④ 10/13（水） ⑤ 10/27（水）

自己紹介クイズ

による交流会

協力

掛田児童クラブ

大学生活

エピソードトーク

協力

掛田児童クラブ

クイズ交流会

＆手形メッセージ

協力

Life for Mothers

自己紹介クイズ

による交流会

協力

Life for Mothers

レクリエーション

交流会

協力

Life for Mothers

大学生： 6名

児 童： 14名

大学生： 6名

児 童： 14名

大学生： 6名

児 童：15名

大学生： 6名

児 童： 6名

大学生： 6名

児 童： 7名
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導入課程：ティーチャリングプロジェクト

子どもたちとのオンライン交流会

⑥ 11/10（水） ⑦ 11/24（木） ⑧ 12/8（水） ⑨ 12/24（金） ⑩ 1/12（水）

クイズ交流会

協力

Life for Mothers

商店街マップづくり

企画説明

協力

Life for Mothers

商店街マップづくり

の続き説明

協力

Life for Mothers

大学生自作の

カルタ大会

協力

Life for Mothers

大学生自作の

カルタ大会

協力

Life for Mothers

大学生： 6名

児 童： 7名

大学生： 6名

児 童： 6名

大学生： 6名

児 童： 7名

大学生： 4名

児 童： 13名

大学生： 6名

児 童： 7名
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導入課程：ティーチャリングプロジェクト

子どもたちとのオンライン交流会

⑪ 1/20（木）

オリジナルの

すごろく大会

協力

Life for Mothers

大学生： 6名

児 童： 7名

子どもたちからの感想

大学生のみなさん、まなびでできること、クイズたくさん考えてくださって

私たちは嬉しかったです。また遊んでください。ありがとうございます。
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導入課程：ティーチャリングプロジェクト

田舎体験活動

① 10/30（土）

～31（日）

② 11/20（土）

～21（日）

③ 12/4（土）

～5（日）

④ 12/24（金）

～25（土）

・霊山トレッキング

・地元食材の料理教室

・いちご収穫体験

・朝市出店

高子ハロハロマーケット

・富成芸術祭手伝い

・商店街散策

・子どもたちとの交流

冬休みまなびのば

・商店街散策

大学生： 3名 大学生： 3名 大学生： 3名 大学生： 2名
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導入課程：ティーチャリングプロジェクト

情報発信：活動報告冊子・動画作成

今年度の活動内容の報告と、

活動を通して感じた

伊達市の魅力を伝えるべく

例年以上の文章量の

冊子が出来上がりました。

紙芝居風の手づくり感に

こだわった活動報告動画に

仕上がりました。
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導入課程：ティーチャリングプロジェクト

情報発信：地元朝市への出店（高子ハロハロマーケット）

大学生が自分たちで収穫＆パック詰めしたイチゴを実際に販売しました。

（紹介用のPOP作成や陳列などもすべて自分たちで考えて行いました）
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専門課程：カレッジプロジェクト

FTTカレッジプロジェクト・スタート

活動の背景と目的

【これまでのティーチャリングプロジェクト】

大学1～2年生が活動の中心であり、活動を卒業すると

伊達市との関わりが少なくなってしまう…

OBOGと継続的な繋がりをもつにはどうしたら良いか？？

大学(college)のようなかたちで一貫して

伊達市に関わり続けてもらう機会をつくりたい！

令和２度から活動スタート！



10

専門課程：カレッジプロジェクト

オンライン座談会 まんぷくしま（昨年度からの継続）

『コロナ禍で福島に訪問ができない現状でも福島を知り魅力を届けたい』

『福島の方々と皆さんが繋がるきっかけになったら』と昨年度から始まった企画を

今年度も継承。過去のティーチャリングプロジェクトで大学生たちが

お世話になった方々にお話を伺いました。「座談会終了後には、当日の様子や

参加者アンケートをまとめた小冊子も作成しました。（計3回発行）

① 8/7（土） ② 10/16（土） ③ 12/15（土）

ゲストスピーカー

〇伊達農園

小野大樹さん

〇道の駅 伊達の郷りょうぜん

駅長 三浦真也さん

〇福島県北交通 あきば観光

佐藤ゆかりさん

〇暮らし茶屋 風知草

樋口高志さん

首都圏の

大学生＆社会人
９名 １２名 ８名



今年度からの新しい取り組みとして、まんぷく便に同封する

「まんぷく新聞」を発行しました。

ゲストスピーカーやお送りした伊達市特産品に関する情報を参加者のみなさんへ

詳しくお伝えするための新聞です。（計３回発行）
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専門課程：カレッジプロジェクト

オンライン座談会 まんぷくしま：まんぷく新聞

オンラインでいただきま～す！
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専門課程：カレッジプロジェクト

オンライン座談会 たまには夜更かし（今年度からの新企画）

「まんぷくしま」よりも、ふらっと気軽に集まれる場を作りたいという想いから

今年度から新たに企画したオンライン座談会「たまには夜更かし」がスタート

「座談会終了後には、まんぷくしま同様、当日の様子や参加者アンケートを

まとめた小冊子も作成しました。（計3回発行）

① 7/10（土） ② 9/11（土） ③ 11/13（土）

首都圏の

大学生＆社会人
５名 ６名 ６名
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専門課程：カレッジプロジェクト

農業を主とする就業体験活動

① 10/9（土）

～10（日）

② 11/6（土）

～7（日）

③ 12/11（土）

～12（日）

④ 1/15（土）

～16（日）

・障子張替え作業手伝い

・稲刈り体験

・あんぽ柿の準備手伝い

・作業小屋の清掃

・霊山トレッキング

・ルームツアー動画取材

・まんぷくしま座談会

・稲わらの片付け作業

・ドライフルーツづくり

・伊達市オンライン移住

交流会の手伝い

・米粉ピザづくり体験

大学生： 3名 大学生： 3名 大学生： 3名 大学生： 4名
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専門課程：カレッジプロジェクト

SNSを活用したPR：FTTカレッジInstagram

FTTカレッジのInstagramにて今年度の活動の様子や伊達市のおススメなどを

PRしました。 今年度３０投稿 フォロワー１,１３１名
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専門課程：カレッジプロジェクト

その他PR活動

■フォトブック製作

■オンラインルームツアー動画作成

『多くの方が伊達市に興味を持って訪問するきっかけになれば！』という願いから

2022年春頃より古民家一棟貸し切りの宿を始める予定の『暮し茶屋 風知草』を

紹介するためのルームツアー動画を作成しました。

『伊達市の暮らしぶりを多くの方に伝えたい』という想いから

過去のプロジェクト参加者（OBOG）、活動でお世話になった

伊達市のみなさんに思い出の一枚とコメントを集めて

1冊のフォトブックにまとめました。
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社会人課程：カレッジプロジェクト

社会人オンライン交流会

これまでの活動のなかで、宿泊等で大学生たちが何かとお世話になった

りょうぜん里山がっこうにて、ゆる～いオンラインおしゃべり交流会を

行いました。 参加者全員が社会人となり、仕事に追われる中、

お互いの近況報告や今年の目標を話し合いながら、コロナが落ち着いたら

また伊達市に行きます！と誓い合いました。
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オンライン合同活動報告会

懐かしい社会人OBOGも多数参加のもと、両プロジェクト合同での活動報告会を行いました。

■１月３０日（日） ２８名（首都圏の大学生・社会人 ２６名 その他 ２名)
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ふくしまと つなぐ、

ふくしまと とどける、

お世話になったみなさま

ありがとうございました。

※どちらのプロジェクトロゴも大学生たちがデザインしたものです。


